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令和３年産かんきつ類の着花状況は、総体的に平年より少ない。園地や樹によるバ

ラツキが大きい。 
満開期は、全体的に平年より早くなる見込み。気温が３月までが高温、４月が低温

で推移した影響もあり、平坦部と山間部の差が大きくなっている。 
各品目別の詳細は以下のとおり。 

 

(１)温州みかん （１１８園調査） 
 ①新梢の発生や着葉数は平年並。樹勢は中程度であったが弱っている園も見受け

られる。 
［平年に比べ、発芽期は１１日程度、展葉期は５日程度早かった。（早生品種、

果樹試験場調べ）］ 
 ②満開期は極早生で５月４日頃（平年より５日早い）､早生で５月４日頃（平年よ

り６日早い）､普通で５月６日頃（平年より６日早い）と思われる。 
 ③着花指数は平年を１０とした場合、 極早生で９．６、 早生で７．８、普通で

８．０であった。 

  

(２)はっさく （１０園調査） 
 ①新梢の発生や着葉数は平年並み、樹勢は中程度であった。 

  ②満開期は５月６日頃（平年比７日早い）と思われる。 
③着花指数は平年を１０とした場合、９．４であった。 

  
(３)清見 （９園調査） 
 ①新梢の発生は良好で、着葉数は平年並み、樹勢は中程度であった。 
②満開期は５月７日頃（平年比６日早い）と思われる。 

 ③着花指数は平年を１０とした場合、７．８であった。 

 
(４)不知火 （１３園調査） 
  ①新梢の発生は良好で、着葉数もやや多く、樹勢は中程度であった。 

  ②満開期は５月７日頃（平年比５日早い）と思われる。 
  ③着花指数は平年を１０とした場合、９．７であった。   
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